
白島小学校（会長賞）

幟町小学校（女性部会長賞） 牛田新町小学校

戸坂小学校 千田小学校
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税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

▼入賞作品でカレンダーを製作

◆絵はがきコンクール入賞一覧◆

区　分 小学校名 氏　名

広島東税務署長賞 早稲田 浦上　緒音

広島東法人会�会長賞 白島 天神　　諒

広島東法人会�女性部会長賞 幟町 橋岡映里奈

広島東法人会�青年部会長賞 白島 林　　凛華

優秀賞 白島 富永　涼太

〃 幟町 稲田　真弓

〃 千田 藤井　　祭

〃 戸坂 浅野　貴則

〃 牛田 長田　正晴

〃 矢賀 杉村　茉優

入　選 白島 松井　美澄

〃 白島 矢野　花凛

〃 白島 中川　裕太

〃 千田 伊藤璃宝捺

〃 牛田 小笠原陽香

〃 牛田 井戸実咲希

〃 牛田新町 小野　　梢

〃 尾長 田中　陽菜

〃 広島三育学院 山本エミリ

〃 中山 柴田　明莉

早稲田小学校（広島東税務署長賞）

　

小
学
校
全
校
に
夏
休
み
の
宿
題
と
し

て
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
昨
年
を
上
回
る
18
校
の
児

童（
1
、1
1
6
名
）か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。美
術
講
師
に
よ
る
審
査
結
果
、

優
秀
賞
10
点
、
入
賞
10
点
を
選
定
し
、

さ
ら
に
優
秀
賞
の
中
か
ら
、
広
島
東
税

務
署
長
賞
、
広
島
東
法
人
会
長
賞
、
女

性
部
会
長
賞
、
青
年
部
会
長
賞
を
選
考

し
ま
し
た
。
11
月
28
日
に
は
、
白
島
小

学
校
に
野
坂
会
長
、川
村
青
年
部
会
長
、

石
井
女
性
部
会
長
が
訪
問
し
、
ま
た
、

12
月
13
日
に
は
、
早
稲
田
小
学
校
に
広

島
東
税
務
署
長
が
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。入
選
作
品
は
、

11
月
16
日
か
ら
翌
年
3
月
15
日
ま
で
の

間
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
、
広
島
銀
行
本

店
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
ホ
ー
ル
等
に
順
次

展
示
さ
れ
ま
す
。

入賞作品を
フジグラン広島、
広島銀行本店等に

展示

応募総数
1,116名



社
会
貢
献
活
動

　
市
内
の
小
学
校
4
年
生
、
中
学
校
1

年
生
を
対
象
と
し
た
租
税
教
育
用
下
敷

き
を
3
、5
0
0
枚
作
成
し
、
10
月
30

日
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
下
敷
き
の
寄
贈

は
今
回
で
13
回
目
と
な
り
ま
す
。

租
税
教
育
用
下
敷
き
の
寄
贈

租
税
教
育
用
下
敷
き
の
寄
贈

　
11
月
11
日
、
広
島
東
間
税
会
の
主
催

す
る「
税
を
考
え
る
週
間
パレ
ー
ド
」に
、

他
の
税
務
協
力
団
体
と
と
も
に
会
員
10

名
が
消
費
税
の
啓
発
活
動
の
一
環
で
、

本
通
り
を
パレ
ー
ド
し
ま
し
た
。

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド

　
広
島
市
障
害
福
祉
部
が
支
援
す
る

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
事
業
所

「
エ
ポ
ケ
ー
」に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
1
台
と
ウ
ッ

ド
カ
ー
ペッ
ト
等
一式
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

12
月
22
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
に
は
、
野
坂
会
長
他
3
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
施
設
利
用
者
が
行
っ
て
い
る

活
動
の
作
業
効
率
化
が
図
れ
、
経
理
事

務
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
、
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
物
品
の
寄
贈
は
今

回
で
12
回
目
と
な
り
ま
す
。

物
品
の
寄
贈

物
品
の
寄
贈

　
12
月
6
日
、
広
島
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
新
設
法
人
説
明
会
を

開
催
し
、
イ
ン
ス
マ
ー
ト
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
奥
原
誠
次
郎
氏
が

「
起
業
家
への
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
題
し

て
、
経
験
談
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
税
、
消
費
税
、
源
泉

所
得
税
に
つ
い
て
、
広
島
東
税
務

署
法
人
課
税
部
門
の
小
金
丸
勝
司

氏
、
松
井
浩
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
増
強
期
間
中

に
つ
き
、
法
人
会
の
チ
ラ
シ
を
配
付

し
入
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
出

席
者
18
名
。

新
設
法
人
説
明
会

奥原 誠次郎氏小金丸 勝司氏

松井 浩氏
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10
月
24
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
、

本
年
度
第
2
回
青
年
経
営
者
勉
強
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
社
会
保
険
労
務
士
の
成
広
明
子
様
に
「
働

き
方
改
革
–
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
青
年
部
会
員
を
中
心

に
60
名
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
広
様
に
は
、
働
き
方
改
革
が
必
要
と
な
る
理
由
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の
具
体
的
な
取

組
内
容
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
の
紹

介
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
経
営
者
と
従
業
員
が
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
、

企
業
の
発
展
の
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
働
き
方
改
革
を
通
じ
た
就
労
環
境
の
改
善

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き
る
大
変
有
意

義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
研
修
委
員
長 

廣
田
茂
哲
）

青
年
部
会 

経
営
者
勉
強
会

青
年
部
会 

経
営
者
勉
強
会

広
島
東
税
務
署
長
表
彰

　
　
　
　
　11
月
15
日

福
田
　
寿
文

　
㈱
フ
ク
ダ
グ
ロ
ー
バル

　
建
築
設
計

實
田
　
泰
之

　
㈱
ジ
ツ
タ
中
国

三
宅
　
諭
子

　
㈱
亀
屋

広
島
東
税
務
署
長
感
謝
状
　11
月
15
日

黒
木
　
敬
介
 

ノ
ワ
ー
ル
税
理
士
法
人

中
野
　
信
博
 

㈱
カ
ル
フ
ー
ト

中
村
　
達
宏
 

㈲
み
か
げ
石
材

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

〈
広
島
東
法
人
会
長
賞
〉

国
泰
寺
中
学
校
　
小
鹿
　
雛
子
さ
ん

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
習
字

〈
広
島
東
法
人
会
長
賞
〉

牛
田
中
学
校
　
中
西
　
心
菜
さ
ん

広
島
市
優
良
技
能
勤
労
者
表
彰

山
本
　
　
智
 

田
中
電
機
工
業
㈱

大
畠
　
昭
彦
 

㈱
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ホ
テ
ル
ズ
広
島
ホ
テ
ル
事
業
所

北
中
　
忠
男
 

㈱
広
島
明
治
洋
行

坂
口
　
敬
治
 

㈲
田
野
口
興
業

高
原
　
常
雄
 

㈲
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
ア
イ

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

　
11
月
7
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、
広

島
国
税
局
長
重
藤
哲
郎
様
に
「
日
本
の
財
政
と
国
税

の
課
題
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
約
一
時

間
の
講
演
の
中
で
、
自
己
紹
介
・
我
が
国
の
財
政
事
情
・

国
税
の
現
状
と
広
島
国
税
局
の
三
部
構
成
で
ご
講
演
頂

き
、
自
己
紹
介
の
中
で
東
京
国
税
局
査
察
部
時
代
に

体
験
さ
れ
た
、
誇
り
と
や
り
が
い
の
あ
る
強
い
組
織
が

国
税
マ
ン
と
し
て
の
原
点
で
あ
る
事
、
又
、
財
政
的
に

は
人
口
減
少
と
共
に
社
会
保
障
費
が
近
年
突
出
し
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
事
、
そ
し
て
国
税
当
局
も
人
員
不

足
の
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
Ａ
Ｉ
の
活
用
）
の
推
進
や
、グ
ロ
ー

バル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
、
効
率
の
良
い
税
務
行
政

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
実
情
が
良
く
理
解
で
き
、
法

人
会
も
添
付
書
類
全
て
を
含
む
電
子
申
告
の
強
化
に

向
け
、
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
広
島
東
法
人
会 

広
報
委
員 

市
原
洋
三
）

日
本
の
財
政
と
国
税
の
課
題

日
本
の
財
政
と
国
税
の
課
題

広
島
国
税
局
　
　重
藤
哲
郎
局
長
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第
31
回 

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い 

高
知
大
会

青
年
部
会 

9
月
例
会

消
費
税
セ
ミ
ナ
ー

　
11
月
10
日
、
高
知
市
の
高

知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

「
第
31
回
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い
高
知
大
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
当
青
年
部
会
か

ら
は
川
村
部
会
長
を
は
じ
め

総
勢
27
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
会
長
の
歓
迎
の
言
葉

に
始
ま
っ
た
大
会
は
予
定
通

り
進
行
し
、
記
念
講
演
に
お

い
て
は
、
吉
本
興
業
の
芸
人

で
あ
る
間
寛
平
氏
が
、
自
身

の
ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
の
体
験

談
を
笑
い
と
共
に
講
演
。

　
陸
地
は
自
分
の
脚
で
走
り
、

海
上
で
は
ヨ
ッ
ト
で
移
動
す

る
と
い
う
途
方
も
な
い
計
画

を
、
前
立
腺
が
ん
が
判
明
し

治
療
に
専
念
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
約
4
万
㎞
を

3
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
見
事
走
破
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
達
青
年
部
会
員
に
と
っ
て
、
夢
や
諦
め
な
い
気
持
ち
、
人
と
の
出
会
い

の
大
切
さ
を
知
り
、
周
り
の
人
達
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
「
人
間
力
」
を
高

め
て
い
け
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
岐
阜
大
会
に
向
け
、
志
を
高
く
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
青
年
部
会

　異
業
種
交
流
委
員

　中
本
修
二
）

　
9
月
21
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
広
島
に
て
青
年
部
会
9
月
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
租
税
教

室
準
備
会
」
と
題
し
た
例
会
で
は
、

岡
本
副
部
会
長
が
租
税
教
室
の
説

明
を
行
っ
た
後
、
司
会
業
を
さ
れ

て
い
る
樽
本
幸
美
会
員
が
効
果
的

な
プ
レ
ゼ
ン
方
法
、
発
声
方
法
、
児
童
の
興
味
を
引
く
話

し
方
等
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
改
訂
さ
れ
た
台
本

に
基
づ
く
租
税
教
室
の
進
め
方
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
租
税
教
室
は
青
年
部
会
の
基
幹
事
業
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
各
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
各
小

学
校
を
担
当
し
、
青
年
部
一
丸
と
な
っ
て
租
税
教
室
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い
租
税
教
室
を
目
指
す
こ

と
を
部
会
員
一
同
確
認
し
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
組
織
委
員
長 

桒
田
博
正
）

　
12
月
14
日
、
広
島
商
工
会
議
所
に
お
い

て
、広
島
商
工
会
議
所
と
共
催
で
、リ
ピ
ー

タ
ー
創
出
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
一
圓
克
彦
氏
を
講
師

に
迎
え
て
、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
0
円
で
8
割
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に
す
る
集
客

術
」
と
題
し
て
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き

上
げ
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
し
、

経
営
力
ア
ッ
プ
を
図
る
具
体
的
事
例
が
説
明
さ
れ
、
大
変

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
1
1
3
名
。
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8
月
20
日
快
晴
の

元
、宇
品
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
ガ
ー
デ
ン
に
て
8
月

例
会
（
会
員
親
睦
交
流

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
異
業
種
交
流
委
員

会
主
催
で
会
員
と
そ
の

ご
家
族
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
会
員
同
士
・
更

に
は
家
族
ぐ
る
み
で
の

交
流
を
目
的
に
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　
会
は
川
村
部
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
肉
や
野
菜

を
焼
き
な
が
ら
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
経
過
し
ま

し
た
。
中
締
め
の
後
は
隣
接
す
る
広
島
み
な
と
公
園

に
移
動
し
第
二
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
か
き
氷
や

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
テ
ン
ト
横
に
は
プ
ー
ル
も
併
設
し
子
供

た
ち
が
水
浴
び
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
が
2
回
目
の
開
催
で
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
点

も
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
会
員
・
家
族
が
充
実

し
た
時
間
を
共
有
出
来
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
異
業
種
交
流
委
員
会
主
催
の
恒
例
行
事
と
し
て
来

年
も
開
催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
青
年
部
会

　異
業
種
交
流
副
委
員
長

　渡
部
宏
康
）

平成２９年１２月１４日（木）１８時３０～
場所：ホテル JALシティ広島
講師：森山勝利先生

　
12
月
14
日
、
ホ
テ
ル
J
A
L
シ
テ
ィ
広
島
に
て

（
有
）
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ラ
イ
ン
ズ
代
表
　
森

山
勝
利
先
生
を
お
招
き
し
、「
音
楽
に
救
わ
れ
た
人

生
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。
子
供
の
頃
は
、

い
じ
め
ら
れ
っ
子
で
し
た
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
出
会

い
、
学
芸
会
で
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に
い
じ

め
は
な
く
な
っ
た
。
１
つ
の
楽
器
と
の
出
会
い
、
そ

れ
を
一
生
懸
命
練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
周
り
に
認
め

て
も
ら
う
、
と
い
う
内
容
の
大
変
熱
い
講
演
で
し
た
。

海
外
に
も
積
極
的
に
渡
り
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
れ

て
い
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
対
抗
「
じ
ゃ

が
り
こ
積
み
上
げ
大
会
」
を
開
催
し
、
豪
華
景
品
が

用
意
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
厚
生
委
員

　柿
村
光
俊
）

　
10
月
21
日
、
広
島
東
法
人
会
青
年
部
会
懇
親
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
千
代
田
O
M
G
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開

催
。懇
親
会
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、2
次
会
は「
ま

ほ
ろ
B
a
r  

a
n
n
e
x
」
で
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
参

加
者
26
名
、
懇
親
会
参
加
者
28
名
、
2
次
会
ま
で

O
B
の
諸
先
輩
方
も
含
め
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。
天
気
予
報
が
雨
で
不
安
で
し
た
が
、

無
事
ス
タ
ー
ト
で
き
、
午
後
か
ら
は
、
雨
が
降
っ
て

き
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後
ま
で
プ
レ
ー
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
優
勝
は
ジ
ー
ル
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
の
河
野
和
弘
さ
ん
。
ま
た
懇
親
会
で
は
任

天
堂
W
i
i
の
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
で
飛
距
離
を
競
い

合
っ
て
、
皆
様
で
賞
品
を
獲
得
し
て
頂
き
ま
し
た
。
2
次
会
で
は
川
村

部
会
長
筆
頭
に
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
閉
会
し
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
広
報
委
員

　岡
勝
）

青
年
部
会 

8
月
例
会

青年部会 12 月例会 青年部会 ゴルフコンペ
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　12
月
8
日
に
第
3
回
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
広
島
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、
特
別

展
「
ブ
ー
タ
ン

　幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
」
を
学
芸
員
の
す
み
か
わ
様
に
ご
説
明

い
た
だ
き
な
が
ら
鑑
賞
し
、
色
と
り
ど
り
の

衣
装
・
生
活
用
具
、
ブ
ー
タ
ン
の
歴
史
な
ど

か
ら
物
質
で
は
な
く
、
心
を
豊
か
に
す
る
こ

と
の
大
切
さ
か
ら
「
幸
せ
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
例
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
術
館
1
F
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
ゾ
ー
ナ 

イ
タ
リ
ア 

イ
ン
・
チ
ェ

ン
ト
ロ
で
忘
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
親
会
か

ら
實
田
組
織
委
員
長
の
ご
出
席
も
い
た
だ
き
、

ラ
イ
ト
で
浮
か
び
上
が
る
美
し
い
縮
景
園
の

景
色
を
眺
め
な
が
ら
無
農
薬
野
菜
の
体
に
優

し
い
食
事
を
楽
し
み
、
女
性
部
会
員
相
互
の

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
女
性
部
会

　親
睦
副
委
員
長

　松
本
周
子
）

女性部会 定例会

　秋
ら
し
く
な
っ
た
十
月
十
二
日
、
女
性
部
会
第
二
回
定
例
会
が
福

山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
で
十
時
過
ぎ
頃
福
山
市
の
喜
多
流
大
島

能
楽
堂
に
着
き
、
能
楽
体
験
講
座
を
受
け
る
企
画
で
、
講
師
は
喜
多

流
の
大
島
花
恵
師
で
す
。
淡
い
う
こ
ん
色
の
着
物
に
薄
墨
色
の
袴
、

黒
い
緒
の
履
物
が
凜
と
し
た
女
性
の
シ
テ
方
の
日
常
を
示
し
て
い
る

よ
う
で
、
日
本
女
性
の
美
し
さ
を
代
表
し
て
居
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
初
め
「
能
と
は
」
の
お
話
を
「
面
」
を
見
せ
て
い
た
だ
き

私
た
ち
は
持
参
の
白
足
袋
を
穿
い
て
二
階
の
舞
台
に
上
り
、
基
本
と

な
る
す
り
足
の
練
習
、
腰
を
落
と
し
正
面
を
見
て
と
仲
々
難
し
く
苦

心
し
た
後
舞
台
下
で
仕
舞
「
松
風
」
を
観
賞
、
静
と
動
と
い
う
字
が

ふ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
小
謡「
高
砂
」の
お
稽
古
を
し
ま
し
た
。

師
に
合
わ
せ
て
合
唱
の
後
は
何
か
す
っ
き
り
し
良
い
経
験
で
し
た
。

午
後
は
鴎
風
亭
で
食
事
の
後
バ
ス
で
鞆
の
浦
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

（
女
性
部
会

　親
睦
委
員
長

　伊
藤
笙
子
）

女
性
部
会 

能
楽
体
験
講
座
を
受
講
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　10
月
7
日
、
参
加
者
23
名
で
呉
の

歴
史
を
研
修
し
ま
し
た
。「
酒
造
千
福
」

（
三
宅
本
店
）
の
酒
蔵
見
学
、「
鯛
づ

く
し
」
の
昼
食
（
音
戸
の
か
つ
ら
亭
）、

「
呉
港
湾
め
ぐ
り
」（
遊
覧
船
）、「
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
見
学
、
と
い
っ

ぱ
い
の
内
容
で
し
た
が
、
初
秋
の
気

候
に
恵
ま
れ
、
海
軍
の
街
と
し
て
栄

え
た
文
化
と
、
そ
れ
に
培
わ
れ
た
味

を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
満
足
の
一
日
で
し
た
。

　三
宅
本
店
で
は
、
戦
前
は
日
本
一

の
生
産
量
を
誇
り

現
在
に
至
る
歴
史

を
知
り
、
海
軍
と

共
に
栄
え
た
呉
の

先
進
的
な
技
術
と

文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
昼
食
は
瀬
戸

内
の
幸
の
代
表
格

で
あ
る
鯛
料
理
の

フ
ル
コ
ー
ス
を
音

戸
の
瀬
戸
が
一
望

で
き
る
「
か
つ
ら

亭
」
で
堪
能
。
笑

顔
に
溢
れ
ま
し
た
。

昼
か
ら
は
遊
覧
船

で
呉
港
を
見
学
。

戦
艦
大
和
を
造
船

し
た
ド
ッ
グ
や
海

上
自
衛
隊
の
艦
艇

を
海
か
ら
見
る
と
い
う
、
普
段
で
は

で
き
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
最
後

は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
呉
の
歴
史

及
び
日
本
海
軍
の
歴
史
を
学
び
、
研

修
を
終
了
し
ま
し
た
。

　近
場
で
の
実
施
で
し
た
が
、
広
島

の
隣
の
市
で
あ
り
な
が
ら
意
外
と
知

ら
な
い
呉
の
街
を
堪
能
す
る
旅
に
な

り
ま
し
た
。
酒
蔵
を
中
心
と
す
る
ほ

ろ
酔
い
研
修
を
参
加
者
一
同
楽
し
み

ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長

　德
納
剛
）

法
人
会
研
修
旅
行

　こ
の
度
、
11
月
28
日
の
広
島
東
法

人
会
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
師
の
吉
川
幸
則
氏
の
「
今
日
は

地
産
食
材
と
滅
多
に
飲
め
な
い
高
め

の
ボ
ジ
ョ
レ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
基

本
マ
ナ
ー
も
楽
し
く
覚
え
ま
し
ょ
う
」

と
の
言
葉
に
会
場
は
笑
い
で
和
み
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
進
行
し

て
い
き
ま
し
た
。

　「大
人
の
振
る
舞
い
と
し
て
身
に
つ

け
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー
」
で
す
が
、

実
は
、
周
り
の
方
々
へ
の
気
配
り
と
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引

き
出
す
な
ど
自
分
を
守
っ
て
く
れ
る

効
果
が
あ
り
、「
楽
し
く
美
味
し
い
食

事
」
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　そ
の
他
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
歴

史
（
フ
ラ
ン
ス
式
、
イ
ギ
リ
ス
式
、

ア
メ
リ
カ
式
）、
食
事
中
の
ナ
イ
フ
・

フ
ォ
ー
ク
の
置
き
方
、
ナ
プ
キ
ン
の

使
い
方
な
ど
、
楽
し
く
美
味
し
く
食

事
す
る
た
め
の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
日
常
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　吉
川
講
師
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
の
皆

様
、
ご
同
席
頂
い
た
皆
様
、
お
世
話

い
た
だ
い
た
事
務
局
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
島
県
法
人
会
連
合
会

　多
賀
社
安
夫
）

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
参
加
し
て

マ
ナ
ー
を
知
り
臨
機
応
変
な
気
配
り
で
楽
し
く
美
味
し
く
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